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「裏面もご覧下さい。」

日に日に暖かくなり過ごしやすい季節になりました。

大鹿村鹿塩地内にある『鹿塩橋』。 普段、何げなく橋の上を通行していることと思います。

古くて、道幅も狭く不便な橋だなというのが第一印象ですが、実は歴史の長い橋であります。

鹿塩橋は小渋橋のような文化財に登録されている有名な橋ではありません。ですが、完成したのは

１９３３年（昭和８年）で、８４年も経過しても使用することができているすごい橋です。

三六災害にも耐えたこの橋が今後も長く維持されることを期待します。

今回は、秋葉街道の隠れた名所を歩いて探す『秋葉街道探索日記』を紹介します。

秋葉街道探索日記 第１弾 『 鹿塩橋(かしおばし)』

「鹿塩」にちなんで「塩作り体験」をしました。

「鹿塩」の由来は、海水のようなしょっぱい塩の泉の水を鹿が飲んでいたからということで、

のんびり～な塩畑さんのご協力により、シーズン前でしたが、塩作り体験をしました。

塩水を煮詰めます。

山中にて汲んだ水とは

信じられないくらい

しょっぱい水です。

80分後、完成間近
90分後、完成

きめ細やかな真っ白な塩が

できました。

ミネラル分豊富で口当たり

の柔らかい上品な味です。

根気のいる作業ですが、会話も弾み、

楽しんで体験できました。

良いものを作るのために、手間ひまを惜しまないというのは工事にも通じるものを感じました。

55分後、底から結晶が・・・

80分後、完成間近

温泉水から作られた塩は大鹿

村物産センター「秋葉路」と

道の駅「塩の里」にて販売し

ています。



♪大鹿村 春のイベント情報♪

国土交通省の砂防事業の施工業者は、大西公園の清掃をすること

によって大鹿さくら祭りを応援しています。

およそ1年間という長きに渡る工事が3月30日をもって完成いたしました。

工事期間中は、大変ご迷惑をお掛けいたしましたが、これも一重に地域の皆様方の

ご理解とご協力の賜物と、感謝申し上げる次第であります。

今回の床固工はこの地域でも珍しいアーチ形状になっており、右岸側の護岸には階段

を施工しております。お近くに来られた際には、是非一度お立ち寄りください。

完成を迎え、心から感謝を申し上げお礼のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

現場代理人

宮下 篤史

監理技術者

堀内 隆浩

大鹿さくら祭り

日時：平成２９年４月１５日(土) 10:00～

場所：大西公園にて

踊りや太鼓等各種催し物と

第１１代 大鹿さくらの女王の

お披露目があります。

春の定期公演
日時：平成２９年５月３日（祝）

開園：１２：００（終了１５時頃）

場所：大磧神社（大鹿村大河原）

演目：一幕目「白波五人男 大鹿の段」

二幕目「六千両後日文章 重忠館の段」

番 外「口上」「大鹿中学生観劇講座」

完成工事の紹介

平成27年度 天竜川水系塩川床固工群工事

H28年3月時点で工事をしている

施工業者にて清掃活動をしました

参加業者（順不同）

大協建設㈱、㈱吉野組

長豊建設㈱、勝間田建設㈱

昭和コンクリート工業㈱

「重要無形民俗文化財」に指定された記念公演として大鹿小学校歌舞伎の

出演など特別メニューにて行われます。（平成２９年３月３日 重文指定)


